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概要：近年，計算社会科学の分野でウェブ上のソーシャルデータを用いて，社会現象の定量的理解や社会心
理学的な実証研究等，様々な研究が活発に行われている．その中でもソーシャルデータを用いた政治選挙
の結果予測は重要課題の 1つである．Twitterと選挙の関係を表す仮説として, More Tweets, More Votes

(MTMV) 仮説 がある. 本研究では，2014年 2月に行われた東京都知事選挙を題材とし，この仮説が東京
都知事選挙において成立しなかったことを示す．さらに，候補者に対するオンライン注目度を情報エント
ロピーで計測することを提案し，この指標と得票数との相関が高いことを示す．

The Validation of “More Tweets, More Votes” Hypothesis
in Tokyo Gubernatorial Election 2014

Kazuki Tanaka1,a) Kazutoshi Sasahara1,b)

Abstract: In recent years, various studies have been carried out using social data on the Web in the field
of computational social science. These studies include the quantitative analysis of a wide variety of social
phenomena and the validation of social psychological hypotheses. The prediction of political election results
using social data is one of the most important issues. Previous research proposed a hypothesis on the rela-
tionship between election results and tweets, called “More Tweets, More Votes (MTMV)” hypothesis. Here
we report that this hypothesis did not hold in Tokyo gubernatorial election on February 2014. Furthermore,
we propose an alternative measure of the breadth of online attention to candidates, measured by information
entropy, showing that the number of votes obtained and this measure were highly correlated.

1. はじめに

2000年代中頃にWeb2.0 が登場して以降，人々は情報を

ウェブに簡便に投稿できるようになり，その結果，ウェブ

上には大量のデータが行き交うようになった．Twitterや

Facebookなどのソーシャルメディアはそのプラットフォー

ムとして機能している．これらのウェブサービスの登場に

よって，ウェブと人々，あるいはウェブによって繋がった

人々の間の相互作用については，多くの研究者にとって興

味深い問題となっている．

このようにインターネットによって，人々のコミュニ
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ケーションに変化が生まれている．そして，ウェブのソー

シャル化によって，今まで社会科学の研究では扱うことの

できなかった人々のコミュニケーションに関する大量の

データが入手可能となり，ソーシャルデータを対象とする

計算社会科学の研究が盛んに行われている．

1.1 Twitterを用いた計算社会科学

Twitterのソーシャルデータを用いた研究は 2010年以降

数多く行われている．いくつかの代表な先行研究について

紹介する．まず，Twitterの情報拡散に注目した初期の研

究としてKwakらの研究があげられる [1]．彼らは Twitter

ユーザーのフォロー・フォロワー関係に着目して情報拡散

の性質を定量的に分析した．他の関連研究から，政治的な

ハッシュタグを含むツイートはその拡散力が特に強いこと

や [2]，有名人や人気ブロガーのアカウントによる投稿は一
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般のユーザー以上に強い拡散力を持っていることが明らか

になっている [3]．また，実世界で生じたイベントの種類に

応じて，Twitterユーザーが創発特性を示すことが「ソー

シャルセンサー」や「集合注意」といった文脈で調べられ

ている [4], [5], [6]．

さらに，Twitterのデータは実世界の現象や雰囲気を定

量化する際にも有用である．Twitterのリアルタイム性に

着目し，Twitterの投稿から実世界で生じているイベント

や話題を検知する手法や [7], [8], [9]，Twitterユーザーの

幸福度を計測する手法 [10]が提案されている．また，ソー

シャルデータを用いた実世界の予測可能性についても活発

な議論がある．例えば，Bollenらは，Twitter内の人々の

感情の移り変わりと株価変動の相関関係を明らかにし，株

価予測へ応用している [11]．

ユーザー間のオンライン・コミュニケーションに焦点を

当てた研究も多数存在する．Goncalvesらは，人間が安定

して社会的関係を築くことの出来る人数に認知的制限があ

ることを Twitter内のコミュニケーションで検証し，社会

的関係を安定に維持できる交流人数の上限が 150 人程度

（ダンバー数）であることを示した [12]．また，Takhteyev

らはユーザー間の地理的な距離に着目し，地理的に近い

ユーザー同士がより密接に Twitter でコミュニケーショ

ンをとっていることも示した [13]．これらの先行研究は，

ソーシャルデータが人間行動や社会現象を定量的に研究す

るための新たな素材として有用であること示している．

1.2 Twitterと政治選挙

近年，政治選挙や投票行動との関係においてもソーシャ

ルデータは注目されている．よく知られた例として，アメ

リカでは 2008年の大統領選挙で，オバマ候補が SNSを有

効活用したことが当選の一因だと言われている．日本でも

2013年の参議院選挙よりインターネットでの選挙活動が解

禁され，今後ますます SNSが活用されると予想される．こ

のような背景から，ソーシャルデータ，特に Twitterを用

いた選挙結果予測についての研究が活発に行われている．

国外の例では，Borondoらは 2011年のスペイン大統領選

挙を対象として，候補者とその政党の Twitterアカウント

へのメンション数が実際の得票数と高い相関を示すことや，

この選挙戦に関するツイートの大部分がごく少数のユー

ザーによるものであることを示した [14]．また，DiGrazia

らは Twitterの投稿データを用いて 2010年，2012年のア

メリカの中間選挙，大統領選挙の結果予測を行い, 候補者の

名前が含まれるツイートが多いほど得票数も多いという結

果を示した [15]．種々の指標と得票数との相関を調べた結

果，選挙結果の一番有効な予測指標は「ツイートの量」だ

という結論にいたっている．この事実に基づき，DiGrazia

らは「More Tweets, More Votes仮説」（以下，MTMV仮

説と省略）を提案している．

国内の研究に目を向けると，2013年参議院選挙における

当選者予測を行っているものがいくつかある．舟木らは，

候補者の名前を含む投稿を機械学習の分類手法を用いて当

選運動，落選運動に分類し，当選運動の比率が大きい候補

者は実際の選挙でも当選しやすいことを示した [16]．一方，

那須野らは，候補者自身による情報拡散に着目し，どれだ

け多くのユーザーに候補者のツイートが行き渡るかという

情報拡散の規模が選挙結果に影響を与えることや，また，

候補者が Twitterを利用する上で望ましい状態として，候

補者が登録されているリスト数が多いほど，そしてフレン

ド数が少ないほど当選しやすいことを示した [17]．

1.3 本研究の目的

ここまで，研究背景として Twitterを用いた先行研究に

ついて，特に Twitterと政治選挙に関する研究について述

べてきた．本研究では，先述のMTMV仮説が日本の政治

選挙でも成立するのかどうかを検証し，オンライン注目度

という別の観点から選挙予測を検討する．具体的には，東

京都知事選 2014に関するツイートを用いて，都知事選に

関する Twitterユーザーの候補者に対する注目度が実際の

選挙結果にどのように関係するのかという観点から，候補

者の名前が含まれるツイート（以下，得ツイート）の分布

に着目して，MTMV仮説について検証する．

この仮説の経験的根拠としてよくあげられるのが,「ポリ

アンナ効果」と，「批判は人気の裏返し」という 2つの性質

である．ポリアンナ効果とは，人間はポジティブに感じる

物事ほど言語化して表出しやすいというもので，この効果

により，Twitterユーザーは自分の支持する候補者を応援

する趣旨のツイートをしやすいと思われる．逆に候補者を

批判するようなツイートがある場合でも，それは多くの人

がその候補者を支持していることへの反発である可能性が

高いため，その候補者の人気を逆説的に反映していると考

えられる．この 2つの性質から，候補者に対してユーザー

がポジティブ，またはネガティブな感情を抱いてツイート

しているかは関係せず，結局，得ツイート数が多いほどそ

の候補者の支持者の数が多い（すなわち、MTMV）という

ことが考えられる．

しかし，文献 [14]で報告されているように，ソーシャル

データは一部のユーザーによる大量投稿が可能であるた

め，少数のユーザーが同一の候補者に対して大量にツイー

トしていた場合，得ツイート数だけでは，実際に支持して

いる人は僅かでも，その候補者に話題が集中して見えてし

まうというソーシャルデータのバイアスの問題がある．そ

のため，MTMV仮説がどの選挙でも成立するとは考えづ

らい．そこで本稿では，2014年の東京都知事選挙に関する

Twitter上の投稿を分析してMTMV仮説が成立するか批

判的に検討し，これに替わる有用な指標を提案する．
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2. 2014年東京都知事選挙の概要

解析結果を理解するための背景知識として，東京都知事

選 2014の概要について簡単に述べる．2014年 2月 9日に

執行された東京都知事選挙は，汚職発覚に伴い辞任した猪

瀬前知事の後任選挙である．選挙の主な争点としては東京

オリンピック，原発問題，少子高齢化問題などがあった．

マスコミが報じる有力候補者は舛添，宇都宮，細川，田母

神の 4氏であったが，200万票を獲得した舛添氏が 2位の

宇都宮氏に倍以上の差をつけて当選した．3位は細川氏，

4位は田母神氏であった．他の候補者には IT企業社長で

「ネットの力で既存の政治や選挙をハッキングする」と宣

言していた家入氏等，合計 16 名が選挙に立候補した．し

たがって，都知事選 2014の当選者を含め，上記の有力候

補者の得票数の順位を Twitterのデータから正しく予測で

きるか，というのが本研究のポイントになる．

3. データセット

本研究では，東京都知事選 2014に関するツイートを収

集するために，Twitter の REST API を用い，都知事選

2014に関するハッシュタグを検索語に指定した．使用した

ハッシュタグには，都知事選と関連性の無いツイート（例

えば，宇都宮氏と宇都宮市など，候補者名と一致する地名

に関するツイート等）を収集しないように，候補者名や選

挙関連のキーワードではなく，都知事選を表すハッシュタ

グ（#東京都知事選挙，#都知事選）を使用した．これらの

ハッシュタグ付きのツイートを 1月 30日から 2月 18日ま

で Twitter APIの Searchを用いて収集した．収集したツ

イート総数は 450,775件，ユニークユーザー数は 58,146名

であった．なお，ユニークユーザー数とは，都知事選に関

する投稿（前述のハッシュタグ付きの投稿）を 1件以上し

たユーザーの数である．解析の結果，全投稿の半分が僅か

3%のユーザーによって投稿されたもので，ユーザーによっ

て投稿数の偏りが著しく大きいことが分かった．また，上

記方法で得た全投稿の約 8割をリツイートが占めているこ

ともこのデータセットの大きな特徴である．

4. 解析結果

4.1 ツイート投稿数の推移と統計性

まず，都知事選に関するツイートの全体的な特徴を概観

する．2014年 1月 30日から 2月 18日までの都知事選に

関するツイート数（前述のハッシュタグ付き）の変化を図

1に示す．都知事選全体のツイート数は特定のイベント日

に急激に増加していることが分かる．2月 1日に見られる

ピークは，主要 4候補者によるニコニコ生放送での討論会

が行われたことに対応する．1 月 30日には 25,000件程度

であったツイート数がこの日は 40,000件を超えていた．さ

図 1 ツイートの投稿数の推移. 選挙執行日は 2 月 9 日.

Fig. 1 Time series of daily tweet counts. The election was held

on Feb. 9, 2014.

らに大きな変化を見せたのが選挙前日の 2月 8日である．

2 月 7日には 5万弱のツイート数であったが 8日には 7万

件を大きく超えていた．さらに，選挙当日も前日ほどでは

ないにしても 55,000件ほどのツイート数を維持しており，

収集期間中 2番目に多くのツイートがされた日であること

が分かる．そして，選挙終了後の 10日以降のツイート数

は激減している．このことから，選挙前はユーザーは都知

事選に関するイベントに反応してツイートしており，一方，

選挙終了後は選挙に関するツイートをあまりしないことが

分かる．

図 2に投稿数ごとのユーザー数を両対数グラフで示す．

両対数グラフで傾きが −1.6の直線となる．よって，都知

事選に関するツイートをするユーザー層はスケールフリー

性を示しており，ユーザーによって投稿数は大きく異なっ

ている．この図の左側を見てみると，10,000人以上のユー

ザーが都知事選に関するツイートを 1件のみしか行ってい

ないことが分かる．一方，右側を見てみるとツイート数が

100件，1,000件を超えるユーザーも少ないながらも一定数

存在している．このことから，得ツイート数という指標で

候補者に対する注目度を測る場合，大量に投稿している少

数のユーザーが大きな影響を与えてしまうという，先行研

究と同様のソーシャルデータのバイアスの問題が見える．

図 3に主要 4候補と家入氏の得ツイート数の時系列変化

を示す．家入氏を含めたのは，IT 企業社長がネット選挙

をどう戦うかをマスコミが注目していたためであるが，家

入氏の得ツイート数は終始低い水準であった．この図から

田母神氏の得ツイート数は 2月 1日の討論会，選挙前日に

他の候補者と比較しても大きく伸びていることが分かる．

一方，舛添氏の得ツイート数は選挙終了まで終始低い水準

で推移している．結果開示後に舛添氏の得ツイート数が急

増しているのは，ニュースで舛添氏の当選速報に反応した
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図 2 ツイート投稿数ごとに見たユーザー数の分布 (両対数グラフ).

フィッティング直線の傾きは約-1.6.

Fig. 2 Distribution of user counts as a function of the number

of tweets．

図 3 各候補者の得ツイート数の推移. 1 時間おきに集計.

Fig. 3 Time series of hourly tweet counts for each candidate.

ユーザー，またはニュースアカウントが舛添氏の当選をツ

イートし，それをリツイートしたユーザーが多いためであ

る．本研究の目的は選挙結果の予測指標を提案することな

ので，これ以降の解析対象のデータは 1月 30日から投票

終了時（2月 9日 20時）までに収集したツイートとする．

4.2 MTMV仮説の検証

図 4に各候補者の得ツイート数を示す．左から得票数の

多い候補者となる．この図から主要 4候補とそれ以外の候

補者で得ツイート数は大きく差があることが分かる．しか

し，主要 4候補の中で得ツイート数が一番多かったのは，

実際に当選した舛添氏ではなく，田母神氏であった．舛添

氏の得ツイート数は主要 4候補のうち最も少なかった．

図 5に得ツイート数と得票数の関係を示す．なお，縦軸，

図 4 各候補者の得ツイート数. 左から得票数順位の降順.

Fig. 4 Number of tweets obtained arranged by the number of

votes obtained.

図 5 得票数と得ツイート数の関係.

Fig. 5 Relationship between the number of tweets obtained

and the number of votes obtained.

横軸の値は，縦軸を各候補者の得ツイート数を何れかの候

補者の名前を含むツイート数で割った得ツイート率，横軸

を各候補者の得票数を全投票数で割った得票率として正規

化している．破線は傾き 1の直線で，両軸を正規化してい

るため，この直線にそって各候補者のプロットがあれば，

得票数と得ツイート数の相関が高いことになる．しかし，

実際にはほとんどそのような線形の傾向は見られない．舛

添氏は破線から大きく右側，宇都宮氏は左側，細川氏は僅

かに左側，田母神氏は大きく左側に位置している．また，

それ以外の候補者は，そもそも得票数，得ツイート数とも

に低い値であるため，図の左下に集まっている．これらの

ことから，舛添氏は Twitterではあまり目立たないが選挙

では当選した実世界優位の候補者，田母神氏，宇都宮氏

は Twitterではよく話題になるが実際の選挙では落選した
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図 6 各候補者のオンライン注目度. 左から得票数順位の降順.

Fig. 6 Breadth of online attention to each candidate (measured

by information entropy).

Twitter優位の候補者と言える．そして，細川氏はその中

間に位置する候補者である．全 16候補者の得ツイート数

と得票数の相関係数は 0.65，順位相関係数は 0.85となっ

た．よって，候補者全体で見たときに，得ツイート数と得

票数が弱い相関を示すという点においては，MTMV仮説

は必ずしも間違っているとは言えない．しかし，主要 4候

補者に限って見てみると，得ツイート数は得票数とは相関

しておらず，得ツイート数で予測すると田母神氏が当選に

なるはずだが，実際に当選したのは得ツイート数がはるか

に少ない舛添氏である．以上のことから，都知事選 2014

で当選者を予測するという観点においては，MTMV仮説

は支持されないと言える．

4.3 オンライン注目度としての情報エントロピー

図 2 でツイート総数の大部分は少数のユーザーによる

ものであったことを示した．これによって，一部のユー

ザーが特定の候補者（特に田母神氏と宇都宮氏）に関する

ツイートを集中的に行ったことも考えられる．したがって

MTMV仮説では，一部のユーザーによる大量のツイート

が要因となり，得ツイート数が必ずしもその候補者のオン

ライン注目度を正しく反映しない場合があると考えられる．

逆に言うと，より多くのユーザーに満遍なくツイートされ

る候補者は，オンライン注目度が高いと考えることができ

る．そこでMTMV仮説に代わる，候補者に対するオンラ

イン注目度を計測する手法として各候補者の得ツイートの

分布から情報エントロピー Hc を測ることを提案する．エ

ントロピー Hc（単位は bit）は次式となる．

Hc(x) = −
∑
x∈U

Pc(X = x) log2 Pc(X = x) (1)

確率変数 X は各ユーザー，U は全ユーザーの集合であ

る．Pc(X = x)は候補者 cについてツイートしたユーザー

図 7 候補者ごとのリツイートネットワークの入り次数分布.

Fig. 7 In-degree distributions of the retweet network for each

candidate.

が xである確率を表す．確率分布が一様に近いほどHcの

値は大きくなる．つまり，満遍なく多くのユーザーが候補

者 cについてツイートしている場合，Hcの値は大きくな

り，特定のユーザーが候補者 cについての投稿を占めてい

る場合，Hcは小さくなる．これによって，MTMV 仮説の

問題点であった大量ツイートをする少数ユーザーの影響を

原理的には排除できると期待できる．以下では，候補者 c

のオンライン注目度はエントロピー Hc と相関すると仮定

して，データ解析を進める．

全候補者 16名のエントロピーHc を算出した結果を図 6

に示す．左から右にかけて候補者は得票数の降順に並んで

いる．エントロピーの値は当選した舛添氏が約 13.07で最

も高い．他の主要 4候補は宇都宮氏が約 11.87，細川氏が

約 11.81，田母神氏が約 11.85となっている．その他の候

補者については，マック赤坂氏，中川氏，佐古氏のエント

ロピーはそれぞれ得票順位の近い候補者と比較して高い値

を示している．Hc と得票数の相関係数は 0.75，順位相関

係数は 0.88とMTMV仮説の場合と同程度以上の相関性を

示し，主要 4候補についてMTMV仮説で予測できなかっ

た 1位，2位の候補者を的中させている．Hcの 3位と 4位

は実際の順位とは逆になってはいるが，Hc の値は僅差で

ある．主要候補以外については，一部 Hc が突出している

候補者がいるものの，それ以外は，Hc による順位関係は

ほぼ実際の得票数による順位関係と等しい．よって，エン

トロピー Hc が高い候補者ほど得票数も多いと言える．

4.4 リツイートネットワークの分析

取得した都知事選 2014に関するツイートは前述した通

り，8割がリツイートである．よって，リツイートネット

ワークを分析することは，都知事選に注目しているユー
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表 1 各候補者のリツイートネットワークにおける入り次数上位 100

ノード.

Table 1 Top 100 nodes (users) in the in-degree rank of the

retweet network for each candidate．

舛添 宇都宮 細川　 田母神

舛添 — 33 45 36

宇都宮 33 — 29 13

細川 45 29 — 18

田母神 36 13 18 —

ザーの構造にどのような特徴があるのか知る上で重要とな

る．ここでは，主要 4候補者に関する（投稿テキスト内に

それぞれの名前が含まれる）リツイートネットワークをそ

れぞれ作成した．リツイートネットワークの構築方法は以

下の通りである．ユーザー Aのツイートをユーザー Bが

リツイートした場合，ユーザー BからユーザーAに有向リ

ンクが形成される．さらに，そのリツイートをユーザー C

がリツイートした場合，ユーザー Cからユーザー Aに有

向リンクが形成される．今回は簡単化のため，オフィシャ

ルリツイートのみを扱い，リンクの重みはリツイートの頻

度に関わらず一律に 1とした．図 7に各候補者のリツイー

トネットワークに関する入り次数分布を示す，この図から，

どの候補者ネットワークについても被リツイート数が少な

いユーザーが大半を占めるものの，100回または 1000回

以上リツイートされるユーザーも一定数存在することが分

かる．

次に，各候補者のリツイートネットワークに関して，入

り次数上位 100ノード，つまり多くのユーザーにリツイー

トされるユーザーを算出し，他の候補者の入り次数上位

100ノードとの重複数を調べた．それを表 1に示す．表 1

の 2行目を見ていくと，宇都宮氏の入り次数上位 100ノー

ドは舛添氏と最も重複数が多いことが分かる．そして細川

氏，田母神氏の入り次数上位 100ノードにおいても同様の

特徴が見られる．よって舛添氏の入り次数上位 100ノード

は他の主要 3 候補者との重複数が多いことが分かる．一

方，田母神氏の入り次数上位 100ノードは舛添氏以外とは

重複数が少ない．これらの結果から，舛添氏への注目は他

の候補者への注目と同時に起きやすい傾向があり，田母神

氏にはそのような傾向が見られない．この傾向は舛添氏の

エントロピーの高さの要因の 1つとなった可能性がある．

5. 考察と今後の展望

本研究では，得ツイート数が多いほど得票数が多くなる

というMTMV仮説を批判的に検証し，東京都知事選 2014

に関してはそれが成立しないことを示した．そして，都知

事選 2014においては, 得ツイート数よりも候補者のオン

ライン注目度を表す情報エントロピー Hc の方が当選者の

予測指標として優れていたことを示した．先行研究 [15]の

アメリカ大統領選挙の分析では，得ツイート数と得票数と

の間に相関関係があることが示され，確かに同様の統計性

は都知事選 2014でも確認できた．しかし，得ツイート数

だけで選挙の当落を予測するのには困難があることが本研

究からわかった．得ツイート数では都知事選の上位 4候補

と他の候補者を差別化することが限界であるのに対し，得

ツイートの分布を情報エントロピー Hcで評価することに

よって舛添氏が当選することが明確に示された点から，仮

に分析対象のソーシャルデータに偏りがあったとしても，

この指標はMTMV仮説以上に候補者の得票順位を正確に

予測することが出来ると考えられる．

以上の結果から，都知事選 2014においては Twitterと

いう仮想空間で万人受けする舛添氏が現実の選挙で当選し

たと言える．これは経験的根拠として，万人受けする候補

者に投票が集中しやすい実世界の選挙の特徴と一致してい

る．この万人受けという定性的なイメージを定量化したも

のが候補者の情報エントロピー Hc であり，オンライン上

の注目度の広さを示す指標として応用できると考えられる．

しかし，現時点では都知事選の 1事例が当てはまるだけで

あり，この指標が本当に有用であるかさらに検証し，成立

する条件を特定する必要がある．また，これらの結果を正

当に評価するためには, 予測指標の違いだけでなく，選挙

制度の違いにも留意しなければならない．例えば，アメリ

カ大統領選挙の場合，予備選挙と全国大会を経たのちに本

選挙があり，選挙の規模も仕組みも都知事選とは異なるた

め，結果の比較には注意を要する．そのため，今後，他の

地方選挙，国政選挙等，別の国の選挙データを用いた追加

実験が必要である．さらに，選挙の言説にリツイートネッ

トワークに着目すると，スケールフリー性など，当選者の

ネットワークに興味深い傾向が見られた．前述した追加実

験に加えて，ネットワークという観点で，ユーザー間の相

互作用についてより詳細な分析を行うことが今後の課題で

ある．
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